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鉄
砲
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

武
家
屋
敷
地
区
は
、
二
十
一
年
に
島
原
市
の

景
観
計
画
が
策
定
さ
れ
、
景
観
条
例
を
制
定
し
た

と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
も
鉄
砲
町
の
文
化
財
的
な
価

値
と
制
度
の
周
知
を
図
り
、
住
民
の
同
意
を
得
な

が
ら
、
歴
史
的
景
観
が
残
っ
て
い
る
地
域
の
特
性

を
守
る
た
め
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
導

入
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
鉄
砲
町
地
区

の
範
囲
は
、
古
丁
、
城
西
中
の
丁
、
下
の
丁
、
江

戸
丁
、
北
原
町
の
一
部
、
新
建
の
一
部
が
理
想
的

な
範
囲
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
武
家
屋
敷
周
辺
の
電
線
の
地
中
化
を
以
前
か

ら
提
言
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

市
と
電
線
管
理
者
と
の
協
議
の
中
で
、
費
用

負
担
の
問
題
で
調
整
が
つ
か
ず
、
計
画
の
実
施
が

見
送
ら
れ
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
の
孤
独
死
に
関
す
る
本
市
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
ひ
と
り
暮
ら
し
は

ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
。

　
　

本
市
の
詳
細
な
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
長
崎
県

の
二
十
二
年
度
に
お
け
る
独
居
死
の
数
は
四
百
五

十
二
人
で
、
そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
は
二
百
九

十
三
人
で
あ
る
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

は
、
本
市
の
総
世
帯
数
一
万
六
千
九
百
六
十
六
世

帯
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
は
千
八
百
八
十
九
世

帯
、
率
で
十
一
％
で
あ
る
。

　
　
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
に
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　

二
十
四
時
間
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
可
能

な
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
島
原
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
高
齢
者
の
事
故
や

異
変
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
を
図
る
た
め
に
、

町
内
会
、
自
治
会
、
民
生
委
員
、
警
察
、
介
護
保

険
事
業
所
な
ど
各
種
団
体
や
事
業
所
で
構
成
す
る

島
原
市
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、
当
協
議
会
の
構
成
団
体

で
あ
る
郵
便
局
株
式
会
社
、
郵
便
事
業
株
式
会

社
、
九
州
電
力
株
式
会
社
、
長
崎
ヤ
ク
ル
ト
株
式

会
社
と
の
間
で
、
市
と
医
師
会
の
三
者
間
で
協
定

を
締
結
し
、
高
齢
者
等
を
見
守
る
た
め
の
連
携
体

制
を
強
化
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

  

◇
島
原
城
の
城
壁
に
根
ざ
す
木
の
根
等
の
対
策

　
　
に
つ
い
て  

　
　
公
共
下
水
道
基
本
計
画
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
、
今
後
の
方
向
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
十
七
年
十
二
月
に
策
定
さ
れ
た
長
崎
県

汚
水
処
理
構
想
で
は
、
島
原
市
と
有
明
町
で
処
理

区
域
面
積
を
千
二
百
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画

人
口
で
四
万
四
百
七
十
九
人
、
概
算
事
業
費
が
約

五
百
七
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
直
す
と
い
う

こ
と
で
、
平
成
十
九
年
度
に
島
原
市
公
共
下
水
道

基
本
計
画
を
策
定
し
た
が
、
二
十
三
年
度
の
構
想

見
直
し
で
は
、
処
理
区
域
面
積
を
八
百
九
十
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
計
画
人
口
を
二
万
三
千
五
百
四
十
三

人
、
概
算
事
業
費
を
二
百
三
十
三
億
円
に
縮
小
し

て
い
る
。
市
民
の
意
向
や
財
政
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
下
水
道
計
画
を
検
討

し
、
二
十
四
年
度
中
に
は
方
針
を
決
め
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
仮
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し
た
場
合
、
便
器

等
の
水
回
り
の
住
宅
器
具
の
改
修
が
必
要
に
な
る

と
思
う
が
、
そ
の
費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創

設
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
長
崎
市
で
は
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
と
、

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
の
事
務
局
担
当
の

職
員
に
よ
る
不
正
支
出
の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
本

市
で
の
通
帳
と
印
鑑
の
管
理
及
び
監
査
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

本
市
に
も
同
様
の
協
議
会
が
あ
り
、
農
林
水

産
グ
ル
ー
プ
の
職
員
が
担
当
し
て
い
る
。
通
帳
は

班
長
が
管
理
し
、
公
印
は
グ
ル
ー
プ
長
が
保
管
し

て
い
る
。
ま
た
、
規
約
に
基
づ
き
選
出
さ
れ
た
監

事
が
二
名
お
り
、
毎
年
監
査
が
行
わ
れ
、
適
正
に

運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
　
市
民
は
ど
の
よ
う
な
形
で
参
加
で
き
る
の
か
。

　
　

メ
ー
ン
会
場
で
の
基
調
講
演
会
や
分
科
会
、

展
示
ブ
ー
ス
な
ど
に
自
由
に
参
加
で
き
る
。
ま

た
、
市
民
参
加
型
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

し
て
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
子
供
発
表
、
ジ
オ
パ
ー

ク
と
防
災
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
身
近
な

材
料
を
利
用
し
た
火
山
実
験
や
会
場
周
辺
で
は
物

産
展
の
開
催
や
ジ
オ
鍋
、
そ
う
め
ん
流
し
も
提
供

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
町
な
か
で
も
各
種

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、
市
民
皆
さ
ま

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。
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実践クラブ

上田　義定
議員

庶民の会

松井　大助
議員

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し

対
策
に
つ
い
て

　
第
五
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際

ユ
ネ
ス
コ
会
議
に
つ
い
て

　
本
市
で
事
務
局
を
担
当
し

て
い
る
各
種
団
体
の
会
計
管

理
に
つ
い
て


